
（3）

経
済
発
展
の
可
能
性
か
ら

″
地

球
最
後
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
フ

と
い
わ
れ
る
ア
フ
リ
カ
。
東
ア
フ
リ
カ
に
位
皿
す
る

ケ
ニ
ア
も
闘
業
を
主
た
る
産
業
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
日・
ア
フ
リ
カ
農
巣
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ッ
セ
ッ
タ
ー
（
Ａ

Ｆ
Ｉ
ｃ
Ａ
Ｔ
）
の

調
査
国
の
一
つ
と
な
り
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
民
間
レ
ベ
ル
で
の
支
援
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
ケ
ニ

ア
の
現
状
は
ど
う
な
の
か
。
２
０
２
２
年
ａ
月

よ
り
Ｊ
Ｉ
ｃ
Λ

専
門
家
と
し
て
ｎ
檗

畜
産
闘
発
肓
矚
械
化
励
に
勤
務

す
る
村
上
峻
一
氏
と
、
同
じ
く
2
0
2
1
年

Ｌ
月
よ
り
同
栽
聊
局
に
助
務
し
て
い
る
深
井
穿
里
氏
に
伺
っ
た
。

一 前 一

2
２
０
５
Ｕ
Ｓ
Ｄ
と

な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
上
述
の
と
お

巣
と
比
較
し
た
）
９
価
な
価

｛
我

が
国
の
支
援
一

ム
エ
ア

格
、
効
率
的
な
作
欒
等
に
よ

湘
漑
地
区
は
、
首
都
ナ
イ
ロ

り
、
コ
ン
バ
イ
ン
に
よ
る
作

ピ
か
ら
１
０
０
キ

ロ
ほ
ど
北

槊
が
Ｓ
χ

れ
ら
れ
て
い
る
。
上

し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
ケ
ニ

▽
精
米
に
関
し
て
は
、
２
７
乖

大
の
コ
メ
生
直
地
で
あ

０
１
０
年

頃
に
起
業
家
精
神

る
。
同
地
で
は
ケ
ニ
ア
の
コ

に
富
む
粡
米
業
者
ら
が
石
抜

メ
の
５
創

以
上
を
生
産
し
て

き
勝
一

付
き
の
大
型
粡
米
機

い
る
。
同
地
区
の
開
発
に
は
、

区
に
お
け
る
コ
メ
生
産
強
匕

の
た
め
の
能
力
襾
蜀
プ
ロ
ジ

四
輪
ト
ラ
ク
タ
や
コ
ッ

パ
イ

气

エ
ク
ト
」
が
実
箝
さ
れ
て
お

し
、

ハ
ー
ペ
ス
タ
辱
を
導
入

コ
メ
の
生
産
性
向
上
・

０
２
０
年

）
」
を
実
施
し
、

大
学
の
設
立
及
ぴ
研
究
・
迎

嬲
能
力
の
強
化
に
大
き
く
寄

り
、
日
本
入
Ｓ
門
家
が
コ
メ

生
謳
譱
の

垉
加
に
寄
与
し

与
し
て
き
た
。
現
在
は
技
怖

生
産
枝
術
の

籥
及
に
活
躍
し

た
。
特
に
コ
ン

バ
イ
ン
に

ｉ
 
ｉ
ｇ
ｉ
Ｓ
「
ア

フ
リ
カ
型
イ

て
い
る
。
ま
た
、
有
価
資
金

し
て
は
導
入
当
時
ケ
ニ
ア
で

ノ
ベ
ー
シ

ョ
ッ
賑
賑

　
　
・
Ｊ
Ｋ

協
力
「
ム
エ
ア
庸
贋
開
発
事

は
定
－
一
が
さ
れ
て
い
な
か
つ

槊
」
を
央
施
し
て
お
り
、
新

た
が
、
実
施
中
の
技
術
協
力

ｔ
労

働
ｉ
ｔ
副

上
″
`
剛

ｔ
乱

に
富
ヽ
我
″
国の
ｉ
尖

弯

寄
Ｓ
ダ
ム
の
譎

、
ぬ
の
″

嘔
槊
と
協
力
し
、
研
修
等
を

髷

鄒

ｌ
`
剔

亂

現
剔

ｌ
ｅ
の

お

昆

芒

７
い
る
。
「
ムエ
ア
ｓ
設

／
改
修
萄
を
疔
っ
て
い

合
め
た
活
助
を
行
う
こ
と

で
飛
躍
的
に
機
械
化
が
壇
ん

だ
Ｓ
例
も
見
ら
れ
る
。
具
体

的
な
事
例
と
し
て
コ
メ
に
関

す
る
墹
状
は
次
の
と
匍
り
。

▽
コ
メ
の
栽
培
は
濯
概
地

で
の
水
稲
で
あ
り
、
多
く
の

機
が
相
数
存
在
し
て
い
る
。
斎

」
（
Ｌ
９
８
Ｒ
て
面

年
）

剽

ｌ
ｌ
ｔ
尭

精
米

区
隴
翦

発
黠

爽
施
躙
ａ
。
先
日
、
￥
4
Q
i
a
g
l
l
 
p
、
コ

ッ
バ
イ
ッ
″
定！

完
了
し
、
大
統
領
も
参
列
す

た
。
当
時
導
入
さ
れ
た
コ
ッ

ｙ
ｔ
ｌ
ｔ
ｔ
や

生
産
ロ
ス

に
開
発
調
査
を
実
施
し
て
漕

る
形
で
完
工
式
が
行
わ
れ

パ
イ
ン
は
1
6
台で
あ
っ
た

Ｕ
Ａ
Ｔ
／
Ｐ
Ａ
Ｕ
／
Ａ
Ｕ
ネ

ッ
ト
ワ
ト
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
フ

ェ

ー
ズ

２
）
』
が

実

施

さ
れ
て
お
り
、
日

本
人
専
門

家
３
名

が
畦
在
す
る
形
で
活

躍
し
て
い
る
。

同
大

学
は
、
日
本
人

専
門

が
大
き
い
観
点
よ

Ｑ
’
ｇ
加

概
整
伽
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

た
。
同
事
業
に
お
い
て
、
年

が
、
現
在
で
は
ム
エ
ア
灌
漑

家
の
存
在
・
盾
刈
や
長
年
の

で
機
械
化
が
期
待
さ
れ
て
い

を
作
成
し
、
1
9
8
9
年
か

間
総
作
付
面
積
は
、
７
８
６
地

区
の
み
で
も
8
0
台を
超
え

日
本
と
の
交
流
経
験
の
囑
槙

る
作
梨
は
田
植

`
癶
除
草
、
ら

叭
年
に
無
僕
資
金
協
力

ｏ
ｈ
か

ら
１
万
ａ
ａ
２
０
ｈ
る

コ
ン
バ
イ
ン
が
稼
働
し
て

に
よ
り
、
多
く
の
日
本
の
研

屬
漑
地
に
お
い
て
圃
場
準
備

鳥
齊
対
策
な
ど
。

（
耕

う
ん
な
ど
）
、
収
樗
、
　
▽
圃

場
邸
幟
（
耕

う
ん
な

粡
米
工
程
は
槻
械
化
さ
れ
て

ど
）
、
収穫
作
業
は
、
サ
ー
ピ

い
る
。
収
穫
に
は
艫
遖
型
の

ス
プ
ロ

バ
イ

ダ
ー
（
い
わ
ゆ

コ
ン
パ
イ
ン
が
便
用
さ
れ
て

る
輯
耕
業
者
）
に
よ
り
実
施

お
り
、
一
大
郢
作
地
帯
で
あ

さ
れ
る
。
サ
ー
ピ
ス
プ
ロ
バ

冫

エ
ア
爨

開
発
計
膓
」
に

増
加
す
る
予
定
。
霆

の

い
る
。

究
機
関
（
例
．
京

昴
大
学
、

を
奥
施
し
た
。
同
協
力
で
は
、
機

械
化
を
推
進
、
ま
た
、
農
　

高
等
教
痾
機
関
の
支
援
を

岡
山
大
学
、
帝
広
畜
産
大
学
、

爛
厩
水
路
の
殴
一

や
頭
首
工

の
改
Ｓ
等

が
行
わ
れ
た
。
1

9
9
1
年

か
ら
9
8
年に
か
け

業
機
械
化
の
成
果
を
早
ｆ
（
化
通
じ
た
ａ
業

機
械
に
関
す
る

長
崎
大
学
、
鳥
取
大
学
、
九

す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
栽

研
究
・
人
材
弯
成
に
大
き
く

培
技
術
の

醤
及
、
圃
場
等
を

て
ヽ
技
術
協
力
「
ム
エ
ア
膕

き
め
た
環
囑
幤
備
が
讖
嬰
で

Ｊ
ｌ
Ｃ
Ａ
村

上
峻
一
氏
・
深
井
芽
里
氏

イ
ダ
ー
と

は
、
ト
ラ
ク
タ
や

戰
農
業
開
発
計
圃
」
（
１
９

コ
ン

バ
イ
ン
を
保
有
し
、
霓

９
１
～
9
6
年
）
と
そ
の
後
の

耕
・
収
穫
等
の
作
業
を
誚
け

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
耶
槊
（
１

寄
与
し
て

い
る
。
我
が
国
は
、

ジ
ョ
モ

ー
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工

大
学
（
Ｊ
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｔ
）
の

設

立
・
能

力
強
匕
に
深
く
関
与

し
て

い
る
。
同

校
は
現
在
、

州
大
学
、
名
古
屋
工
槊
大
学

横
浜
国
立
大
学
）
や
本
邦

ｍ

巣
と
の
迎
桝
も
央
施
さ
れ
て

き
た
（
例
．
日
柵
食
品
、
和

合
園
グ
ル
ー
プ
）
。

Ｊ
Ｉ
ｃ
Ａ
は

、
開
発
途
上

５
学

部
（
軣

、
工

、
理

、
保

国
の
社
会
的
・
経

済
的
採
皿

體
医
療
、
人

的

資
源
開
発
）
の

解
決
に
輯
献
し
う
る
優
れ

一

叨
‐
‐
．
‐
学

科
を
軻
す
る
ケ
ニ
ア

・
た

製
品
・
技

術
を
有
し
て

い

ア
フ
リ

カ
域
内
の
糀
礎
科

学

る
日

本
企
槊
を
支
援
し
て

お

・
技

術
・
イ

ノ

ベ
ー
シ

ョ
ン

り
、
高

付
加
価
値
果
粟
類
の

分
野
の
拠
点
大
学
と
し
て
ケ

施
設
園
芸
、
現
地
茶
薬
奴
争

あ
る
が
、
我
が
国
の
こ
れ
ま

ニ
ア
の
農
業
機
械
化
に
寄
与

力
向
上
の
た
め
の
薫
製
緑
莱

で
の
支
援
は
こ
う
し
た
観
点

し
て
い
る
。
　
　
　
　
生

産
技
術
、
氷
温
熟
成
技
術

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。
我

が
国
は
こ
れ
ま
で
、
無

を
活
用
し
た
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ

ま
た
、
後
述
の
と
お
り
、
農

價
資
金
協
力
「
大
学
鰻
立
計

ス
ト
に
お
け
る
コ
ー
ヒ
上

ご

等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
1
1
;
r
 
l
x
理

と
農
民
へ
の
嵋
作
指
導

実
施
し
て
い
る
。
な
お
、
售

技
術
協
力
『
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ

者
が
鄒
市
郎
の
ナ
イ
ロ
ピ
に

を
担
う
一

家
湘
概
公
社
「
Ｎ
に

留
ま
ら
ず
、
2
0
1
3
～
ヤ

ッ
タ
農
工
大
学
」
（
１
９

所
在
し
、
臂

理
・
迎

用
の
人

員
を
Ｍ
泗

す
る
黼
合
も
あ
る
。

の
品
質
と
市
場
価
磑
向
上
辱

に
関
す
る
調
査
、
実
証
が
実

施
さ
れ
た
。
大
き
な
視
点
で

Ｉ
Ｂ
）
の
人
材
爾
成
を
支
援

咄一
年
に
は
名
古
屋
大
学
を
中

８
０
～
9
0
年
）
、
照
假
祠
金

見
て
み
る
と
、
Ｊ
－
Ｃ
Ａ
は

し
た
。
2
0
1
2
ｙ
２
０
１

▽
対
食
躋
場
は
比
較
的
小

７
年

に
は
、
技
術
協
力
「
稲

心
と
し
た
研
究
チ
ー
ム

が
Ｓ
協

力
「
農
場
輜一
佝
計
固
」
（
Ｉ
コ

メ
の
生
産
譱
の
倍
喞
を
目

Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
と

呼
ば
れ
る

９
８
３
年

）
、
無
償
資
金
協

指
す
ア
フ
リ
カ
哂
作
振
興
の

規
模
で
あ
る
も
の
の
、
企
業

作
を
中
心
と
し
た
市
翻
本
向

技
術
協
力
事
業
（
「
テ
ー
ラ

カ
「
大
学
拡
充
計
皿
」
（
―
た

め
の
共
同
体
（
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
）

的
に
作
業
が
実
施
さ
れ
て
い

農
業
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
－
メ

ー
ド
育
種
と
栽
培
技
術

９
８
９
年

～
旧

年
）
、
技
術

を
2
0
0
8
～
2
0
1
8

る
こ
と
、
ま
た
、
ト
ラ
ク
タ

が
実
施
さ
れ
、
節
水
栖
作
（
Ｗ
開

発
の
た
め
の
稲
作
研
究
プ

協
力
「
ジ
ョ
モ

ー
ケ
ニ
ヤ
ッ

年
、
2
0
1
9
ｙ
2
0
3
0

辱
は
多
目
的
に
醺
用
さ
れ
る

Ｓ
Ｒ
Ｃ
‥
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
Ｓ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
）
を実
施
し
、
夕

農
工
大
学（
学

士
ｓ
一程
）
」
年

ま
で
の
２
フ

ェ
ー
ズ
に
わ

ム
エ
ア
地
区
に
お
け
る
研
究

（
1
9
9
0
年
V
1
9
9
7
た
り
爽
施
し
て
い
る
。

コ
ン
バ
イ
ン
が
活
用
さ
れ
て

作
に
有
効
な
比
較
的
大
規
模

ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）
技

術
を
始

機
関
の
能
力
強
匕
と
同
組
織

年
）
、
技
術
峯
刀
『
「
アフ
リ

い
る
。
導
入
当
初
に
は
懐
疑

な
鳥
力
（
8
0
卯）
な
ど
が
活

め
と
し
た
収
益
性
の
高
い
各

と
の
関
係
強
化
を
行
っ
た
。
カ

型
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ッ
振
興

用
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
伺

技
術
の
、
同
地
区
内
の
畷
　

2
0
1
3
年

か
ら
闘
始
を

・
Ｊ
Ｋ
Ｕ
Ａ
Ｔ
／
Ｐ
Ａ
Ｕ
／

【
皿
業
及
び
農
集
樟
械
化
に

家
へ
の
普
及
体
制
が
強
化
さ

し
た
無
偶
資
金
協
力
【
貧
困

Ａ
Ｕ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ

関
し
て
の
我
が
国
の
Ｓ
献
】
れ

た
。
現
在
は
、
「
漕

漑
地

一

民
支
援
（
２
Ｋ
Ｒ
）
」
で
は
、
エ

ク
ト
」
（
2
0
1
4
ｙ
２

同
活
助
で
は
槻
械
化
戦
略

の

作
成
等
を

実
施
し

て

お

り
、
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
と

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｔ
の

相
乗
効
果
が
見
込
ま

’

れ
て
い
る
・
　
　
　
　
　
一

区
圃
が
大
き
く
な
る
と
、
仮

「
ア
フ
リ
カ
地
域
良
檗
槻
械

畦
畔
を
設
け
て
区
皿
牽
小
さ

化
促
進
（
Ｐ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
」
が

く
し
て
作
業
を
容
易
に
し
て

行
わ
れ
た
こ
と
も
紹
介
。
同

い
る
。
今
回
、
松
山
の
ド
ラ

研
修
は
前
半
が
オ
ッ
ラ
イ
ッ

イ
ブ
（
ロ

ー
が
Λ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で

行
わ
れ
、
肝

1
4
力国
1
7
人

Ｔ
用
に
椥
供
さ
れ
、
現
在
Ａ
の

政
府
職
綢
が
参
加
。
ク
ポ

Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
の

日
本
人
専
門

夕
や
ヤ
ッ
マ
ー
ア
グ
リ
、
ケ

家
チ
ー
ム

が
爽
証
や
デ
モ
に

ツ
ト
科
学
研
究
所
、
本
田
技

向
け
た
凖
蝴
晋
塚
め
て
い
る
。
研
工
業
、
サ
タ
ケ
な
ど
が
情

ま
た
、
ヤ
ン
マ
ー
は
昨
年

報
耨
供
し
た
。

５
月
に
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
お
い
　

こ
の
ほ
か
、
コ
ー
ト
ジ
ポ

て
、
普
通
型
コ
ン
パ
イ
ン
が

ワ
ー
ル
で
の
ケ
ッ
ト
科
学
研

導
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら

1
2
月
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が
紹

に
現
地
代
理
店
の
技
術
ス
タ

介
さ
れ
て
い
る
。

ツ
フ
な
ど
を
対
象
と
し
た
講
　

Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
に

つ
い
て

習
会
を
開
催
。
コ
ー
ト
ジ
ボ

や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
つ
い

ワ
ー
ル
で
は
、
ク
ポ
タ
及
び

て
の
間
い
合
わ
せ
は
、
か
い

ヤ
ン
マ
ー
が
現
地
代
理
店
向

は
つ
マ
ネ
ジ
メ
ッ
ト

ー
コ
ッ

け
研
條
を
開
催
し
た
。
　
サ

ル
テ
ィ
ッ

グ
（
メ

ー
ル

ー

更
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
筑

波
セ
ン

a
f
i
c
a
t
.
t
e
a
l
l
k
E
l
n
c
.
c
o
.

タ
ー
に

よ

る
課
一

別
研

修

旨
）
ま
で
。

【
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
農
業
概

り
、
気
候
変
助
の
彫
響
を
受

嗅
農
民
に
よ
る
も
の
で
、
主

薺
一

農
業
セ
ク
タ
ー
は
ケ
ニ

け
や
す
い
。
　
　
　
　
な

耕

地

圃

積

は

0
.
1
から

ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

3
4
勿、
総
皿
　

ケ
ニ
ア
で
生
産
さ
れ
る
主

1
.
6
面

。
四
’
芸

作
初
の
輸
出
一

用
の

5
7
勿（
農
村
人
口
の
約

な
作
物
に
は
、
と
う
も
ろ
こ

を
み
る
と
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｉ
位

、
E

7
0
勿）
、
輸
出
額
の

6
5
帰を

し
、
砂
糖
、
お
茶
、
コ
ー
ヒ

Ｕ
へ
の
卵
出
皿
で
は
ア
フ
リ

占
め
る
主
要
な
産
業
。
農
民

－
、
園

芸
作
物
（
バ
ラ
に
代

カ
２
位

と
、
興
業
は
軸
出
産

の
３
分
の
２
は

総
閭
檎
敗

0
.
5
喪さ
れ
る
花
、
野
粟
、
果
物
）
槊

と
し
て
皿
唇
な
役
割
を
有

か
ら
５
面
の
小
珊
楔
農
民
。
な

ど
が
あ
る
。
コ
メ
は
ケ
ニ

し
て
い
る
。

ま
た
、
ケ
ニ
ア
の
農
業
は
ほ

と
ん
ど

が
天
水
一

業
で

あ村 上 氏深 井 氏

露
わ
れ
て

い
る
。
農

業
に
お

け
る
労
働
生
産
性
の
向
上
が

必
嬰
な
状
況
に

あ
る
。
ま
た
、

農
業
の
付
加
価
値
化
に
関
し

て
も
課
題
を
有
し
て
お
り
、

員

檗
機
械
化
を
通
じ
た
品
爽

・
付

加
価
値
化
の
向
上
が
望

ま
れ
て

い
る
。
２
０
１
３
年

ア
に
お
い
て
、
と
う
も
ろ
こ

【
ケ
ニ
ア
に
お
け
る
農
業
槻

度
に
お
け
る
良
業
関
迎
の
輸

し
、
小
麦
に
続
く
皿
要
な
主

械
化
の
現
状
】
一
般
的
に
興

食
作
物
。
し
か
し
、
冊
要
に

作
業
に
お
け
る
（
エ
ネ
ル
ギ

対
し
て
供
給
が
追
い
付
い
て

Ｉ
を
利
用
す
る
）
農
業
槻
械

お
ら
ず
、
酬
舞
羞
の
7
0
価以

の
利
用
は
３
剛
曜
度
に
と
ど

上
を
輸
入
に
頼
つ
て
い
る
。
ま

る
と
さ
れ
、
そ
の
他
人
力

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
コ
メ
生

５
剛
、
畜
力
冫
剛
ほ
ど
。
卜

産
は

8
0
勞が
灌
漑
稲
作
だ

が
、
そ
の
8
0
匆は
中
部
の
ム

エ
ア
灌
漑
地
区
で
行
わ
れ
て

お
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も

１
９
８

ラ
ク
タ
数
で
み
て
み
る
と
、

2
0
1
6
ｙ
2
0
2
0
年

度

の
新
規
黝
畭
数
は
平
均
で
約

２
７
０
ａ
台

程
度
（
Ｋ
Ｎ
Ｂ

Ｏ
年
代
よ
り
継
続
的
に
支
援

Ｓ
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ
ｏ
ｍ
ｌ
ｃ
Ｓ

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
コ

ｕ
ｒ
ｖ
ｅ
ｙ
2
0
2
1
）
。

田
植
、
除
草
等
に
ニ
ー
ズ

４●|嵋JｌＣＡ筑 波 が 研 修 実 施

ＡＦＩＣＡＴニ ュ ース レ ターＮ０.8

出
に
占
め
る
加
工
品
の
剛
合

る
ム
エ
ア

地
区
に

お
い
て

は
如
胆
`
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
は

、
３
ｔ
／
酣

を
超
え
る
処

農
業
機
械
匕
の
状
況
は
概

理
能
力
を
軻
し
、
ま
た
、
光

メ
生
藏
の
ほ
と
ん
ど
は
小
規

ケ
ニ
ア

ー
タ
ン
ザ
ニ
ア

ー
ウ

し
て
上
配
の
と
お
り
で
あ
る

選
別
機
等
を
雛
ね
廁
え
た
硝

負
う
事
業
者
の
こ
と
を
指

９
９
６
～
9
8
年）
を
通
じ
、

ム エ ア 濯 漑地 区

国
際
嫋
刀
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
ア
フ
リ
カ
で
取
り
岨

む
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
（
日

・
ア

フ
リ
カ
興
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
）
に
つ
い
て
、

2
0
2
2
年

1
2
月か
ら
２
０

２
３
年
Ｌ
月
よ
甸
ま
で
の
夕

ガ
ン
ダ
３
力
国
の
ト
ラ
ク
タ

が
、
作
物
、
作
付
け
規
楔
等

米
プ
ラ
ン
ト
が
複
数
導
入
さ

し
、
その
形
嘩
は
企
業
、
脾
家

同
灌
漑
事
業
区
の
運
営
帷
持

檗
機
械
化
に
関
す
る
研
修
も

諞
」
（
1
9
7
8
～
8
0
年）
、

敗
は
、
1
9
8
0
年
に
は
イ

に
よ
り
状
況
は
大
き
く
祠
な

れ
て
い
る
。

ン

ド
よ

り
多

か
っ
た
も
の

の
、
2
0
0
5
年

に
は
‐
・
・
０

０
倍
の
差
を
つ
け
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
槻
械
化

の
進
展
に
課
羈
を
有
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

る
。
大
規
模
な
農
家
の
槻
械
　

▽
コ
ン
バ
イ
ン
の
普
及
が

匕

は
大

き
く
進
回
し
て

お

闘
始
し
た
の
は
2
0
1
4
年

り
、
比
較
的
最
新
の
興
機
も

以
降
。
そ
れ
以
前
は
人
力
で

保
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
輸

の
刈
り
取
り
・
脱
穀
・
遅
搬

出
作
物
（
花
卉
碍
の
園
芸
作

が
主
で
あ
っ
た
。
西
郎
地
区

物
）
や
大
規
模
に
栽
培
さ
れ

の
Ｂ
ｕ
ｎ
ｙ
ａ
ｌ
ａ
灌

漑
地

興
巣
の
機
械
化
は
、
①
労

る
作
物
（
小
麦
）
等
に
つ
い

区
で
は
２
０
２
０
年
に
コ
ッ

耡
生
鏖
性
の
向
卜
鬲
王

墻
生

蕀
性
の
向
上
③
収
一

・
品
賢

の

向
上
を
行
う

も
の
で

あ

る
。
ケ
ニ
ア
の
農
家
の
平
均

年
齢
は
6
0
瞋程
度
と
言
わ
れ

て
お
り
、
農
業
労
働
力
の
睹

保
や
労
輿
の
高
騰
も
課
皿
と

て
は
髑
孀
の
槻
械
化
は
大
き

ハ
イ
ツ
が
導
入
さ
れ
、
現
在

く
迦
騨
し
て
い
る
が
、
6
0
卯
で
は
9
0
勞を
超
え
る
瞶
鵈
で

こ
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
畑

ａ
ｖ
Ｉ
ｎ
ｇ
Ｒ
ｌ
ｃ
ｅ
Ｃ

を
占
め
る
小
規
椣
農
家
の
機

械
化
が
課
皿
。

ケ
ニ
ア
は
讐
臾
な
経
済
成

的
な
見
方
も
あ

っ
た
も
の

最
を
遂
げ
て
お
り
、
２
０
２
の

、
収
量
の
畑
加
（
ロ
ス
の

１
年
度
に
は
名
目
Ｏ
Ｄ
Ｐ
が

慨
減
）
、
（
労働
者
に
よ
る
作

ン
ザ
ニ
ア
、
ガ
ー
ナ
、
コ
ー
マ

ッ
ジ
ャ
ロ
農
業
研
修
セ
ッ

ト
ジ
ポ
ワ
ー
ル
で
の
活
助
を

タ
ー
に
松
山
の
作
畊
機
が
到

紹
介
す
る
「
Ａ
Ｆ
Ｉ
ｃ
Ａ
Ｔ
讐

し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ

‐
卵

(
X
)
１
」
る。

が
こ
の
ほ
ど
発
行
さ
れ
た
。
ア

フ
リ
カ
に
お
い
て
、
水

今
回
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
田

の
均
平
は
ほ
と
ん
ど
手
作

で
は
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
キ
リ

業
で
行
わ
れ
て
お
り
、
水
田

ド ラ イフ ハロ ーで 効 率的 な 代掻 き ・晦 平 が期 拷さ れる

ＰＡＭＡで は オン ラ インと 対 闖で 繭 輯 など が行 わ れた
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